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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学，感性情報学・ソフトコンピューティング 
キーワード：聴覚，技能，音源定位，事象音 
 
１．研究計画の概要 
(1)目的 
本研究プロジェクトでは聴覚検査では評

価されない刺激閾以上の音の利用技術を無
意識的な使用，自覚的な使用の観点から明ら
かにする．得られた知見から生活聴力という
新たな概念の提唱を目指す．  
 
２．研究の進捗状況 
(1)音響刺激に対する姿勢の影響 
①目的と方法 

静止音，移動音を刺激として実験参加者に
聴取を求め，その際の身体動揺を測定し，音
刺激と身体動揺との関連性を明らかにした．
解析には，再帰的定量化分析(RQA)を用いた． 
②結果 
実験の結果，音刺激の移動に伴う聴覚と姿

勢の制御の力学系が移動音と静止音で異な
ることが示唆された． 
(2)聴覚刺激と用いた盲人の道路横断訓練に
関する基礎的研究 
①目的と方法 
盲人が道路を横断する際に，有効な聴覚刺

激あるいは音響情報を明らかにし，盲人の道
路横断訓練用システムの開発を目指した．そ
のための基礎的知見を得るために，音響仮想
現実技術を主たる方法として，移動音源の正
確な空間的定位及び道路横断タイミングを
正確に取ることに果たす直接音，残響音，反
射音の役割を心理実験的に明らかにした． 
②結果 
正確な遂行に果たす路面反射音，残響音の

強度には，ある程度の強さが求められ，強度
が高すぎても低すぎても成績が不正確にな
ることが明らかとなった． 

現在，基礎的知見を基に訓練システムの試
作を行っている． 
(3)調理における音響情報の役割に関する研
究 
①目的と方法 
調理遂行時に果たす料理音の役割を明ら

かにした．そのために，実験的に特定の調理
課題を実験参加者には求め，調理遂行と発話
及び，料理音を解析した． 
②結果 
料理音は無自覚的に利用されることが多

かった．また，料理音を音響解析すると，料
理遂行の手がかりとなる際，特徴的な音響パ
ターンが出現していた． 
さらに，興味深い知見を得た．料理音は高

複雑性であり，それには 20kHz を越える，
いわゆる超高域音までが含まれていること
が明らかとなった． 
現在，基礎的知見を基に，デジタルレシピ

の開発を行っている． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
研究開始時に設定した目標に向かってお

おむね順調に心理実験，データ解析を行って
いる．ただ，研究に従事する時間が多く，発
表論文としてまとめる時間が取れないのが
課題である． 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1)音響刺激と姿勢の制御に関して，さらに
詳細な実験計画を平成 21 年度に実施する． 
(2)音響刺激と身体動揺に関する論文を執筆
する． 
(3)盲人の音響情報を用いた道路横断訓練シ
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ステムの開発を進める．さらに，盲人の道路
横断のタイミングに有効な音響情報に関す
る論文を執筆する． 
(4)音響手がかりを含んだデジタルレシピを
開発する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
新聞掲載 
「人に優しい函館づくり 障害者支える研
究 8年」 北海道新聞（夕刊南風），2008/3/6． 
 


